
令和３年８月12日

遠野市総合計画審議会

令和３年度主要な施策の
取組状況について

報告資料Ｎｏ．２



新型コロナウイルス感染症対策に係る
取組等の状況について

総務企画部新型コロナウイルス対策室

【１】
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２. 取組概要

フェーズ① 緊急初動期
国内感染確認～緊急事態宣言

・急速な感染拡大への対応
・国・県の指示に基づく緊急的対処

フェーズ② ウィズ・コロナ期
緊急事態宣言解除後の段階的移行

・感染予防と経済活動の両立
・新しい日常の醸成
・感染者発生時の迅速かつ的確な対処

フェーズ③ ポスト・コロナ期
ワクチンの普及等による収束

・ワクチン接種の円滑な実施
・感染予防・経済対策の継続実施

２本柱

🏥 感染防止対策 ¥ 経済対策
迅速で強靭な
情報ネット

感染発生時の
緊急対応

新しい日常の
普及・啓発

施設等での
感染防止対策

衛生用品の
調達・備蓄

避難所運営
における対策

教育環境の
確保・充実

妊産婦・高齢
者等への配慮

地域外来・
検査センター

各種
給付金事業

事業継続
雇用確保

観光等誘客
キャンペーン

高齢者・
低所得者支援

産業・生産
基盤強化

デジタル化
生産性向上

移住・定住
ワーケーション

地元消費
喚起

商工労働
相談窓口

影響の長期化を視野に入れつつ、各フェーズに応じた
「感染予防対策」と「経済対策」の2本柱の対策を展開する。

◎経済低迷による税収減への対応
◎ポスト・コロナに向けた出口戦略

◎デジタル化等による強靭で効率的な社会へのシフト
◎影響の長期化による感染予防対策と経済対策の継続

令和２年２月～５月

フェーズに応じた対策

地方創生臨時交付金 県市町村総合支援費補助金国・県事業 市独自事業

課 題

長期化の可能性あり

スピード感ある事業展開 幅広いニーズへの対応 国・県事業との連動

ワクチン接種
の円滑な実施

令和３年度～令和２年６月～３月
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３. R３年度新型コロナウイルス対策事業

第１弾
当初予算

11,125千円（3事業） 85,545千円（9事業） 96,670千円（12事業）

第２弾
1号補正予算
（4/9専決処分）

119,680千円（1事業） 17,052千円（1事業） 136,732千円（2事業）

第３弾
２号補正予算
（6月定例会）

26,135千円（1事業） 110,100千円（3事業） 136,235千円（4事業）

第４弾
３号補正予算
（6/25専決処分）

31,970千円（1事業） 21,934千円（2事業） 53,904千円（3事業）

188,910千円
（6事業）

234,631千円
（15事業）

423,541千円
（21事業）

🏥感染予防対策 ￥経済対策 合 計

合計
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約４億2,354万円（1） 総事業費 （全21事業）



第４弾
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（2）追加事業

🏥感染予防対策
事業名 概要 予算額（千円）

【Ｒ３新規 ※Ｒ２からの継続】

新型コロナワクチン接種
体制確保事業費

１．ワクチン接種体制確保 29,010千円
65歳以上高齢者の接種計画前倒しなど、新型コロナワクチン接種の円滑化と

加速化を図るための経費。

２．ワクチン接種会場への移動支援 2,960千円
交通手段の確保が困難であるために未予約となっている方等を対象にタクシー

や福祉車両による移動支援を行う。

31,970

（1事業）31,970千円

¥経済対策
事業名 概要 予算額（千円）

【Ｒ３新規】

新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金支給事業費

新型コロナウイルス感染症の影響により生活が困窮している世帯へ支援
金を支給。
【給付額】 【給付期間】

◎単身世帯 1世帯あたり６万円 7月以降の申請月から最大3か月
◎2人世帯 〃 ８万円
◎3人以上 〃 10万円

1,680

【増額】

子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業費

1. 事務費の増 553千円
2. システム構築業務委託 1,951千円

３．扶助費の増 17,750千円

【支給対象】ひとり親以外の低所得の子育て世帯（非課税・コロナでの家計急変世帯）
（1）児童手当・特別児童扶養手当受給世帯
（2）（1）のほか、対象児童を養育する世帯等

【支給額】 児童一人につき5万円

20,254

約5,390万円

（２事業）21,934千円

（全３事業）



事 業 名 予算額（千円） 進 捗 実 績 詳 細 ※６月30日現在

🏥

感
染
予
防
対
策

子育て施設訪問支援

当

初

2,353 ○
対象施設 保育所、児童館等28施設
登録ヘルパー人数 14名、ヘルパー派遣回数 延べ235回

保育施設等感染症対策 3,172 ○ 感染症対策物品購入開始済み

小中学校感染症対策 5,600 〇 4/12各学校に予算配当済み。順次、学校において必要物品を購入。

新型コロナワクチン接種
対策事業費 1号 119,680 ○ ・集団接種会場等で使用する衛生用品、備品等の購入開始済み

スクール・サポート・スタッフ配置 ２号 26,135 ○ ・各学校にスクール・サポート・スタッフを13名配置。

￥
経
済
対
策

新規雇用創出事業費補助金

当

初

15,000 ○ 申請受付中

デジタル対応人材養成
基礎研修事業費補助金 2,000 △ 実施準備中

感染生産者事業継続支援
給付金 3,300 ○ 感染者未発生のため給付実績０件

生産者事業継続支援給付金 1,245 ○ 感染者未発生のため給付実績０件

感染施設園芸農家見舞金 1,000 〇 感染者未発生のため給付実績0件

中小企業等事業継続家賃
補助金 30,000 ○ 令和3年4月から6月分の申請受付中

商い元気回復事業費補助金 8,000 〇 申請受付中

地元商圏購買力回復事業費
補助金 5,000 〇 申請受付終了

観光振興補助金 20,000 〇 〇観光事業実施済（バス巡りの旅４月～９月） 〇宿泊・回遊クーポン事業実施予定（７月～）

〇その他、観光推進協議会で順次実施予定（実証事業、コンテンツ開発）

子育て世帯生活支援特別給付金給
付事業費（ひとり親世帯分） 1号 17,052 ○

児童扶養手当受給者分（完了） 給付対象者181人、給付額 13,550千円
公的年金受給者及び家計急変者分 給付決定者6人、給付額 400千円

中小企業等雇用確保支援
事業費補助金 2号 6,100 ○ 申請受付中

中小企業等事業転換支援
事業費補助金 2号 6,000 ○ 申請受付中

商工業再生・持続化補助金 2号 98,000 ○ 申請受付中

◎…事業完了 〇…着手済 △…未着手

6

（3）Ｒ３年度事業 進捗状況



🏥

感
染
予
防
対
策

￥
経
済
対
策

■ワクチン接種 70,991千円
ワクチン接種体制確保事業費（8・9）

■一般感染症予防対策 55,720千円
・感染症予防物品購入（1）
（避難所設置用消耗品等）

・サーモグラフィカメラ購入（市民センター等）（2）
・救急隊員用感染防護衣・消毒用資機材購入（2）
・避難所用感染症予防物品購入（3）
・非接触型検温器等購入（※）

■高齢者・障がい者 14,652千円
・高齢者等見守り体制構築（3）

（４）Ｒ２年度事業一覧

■医療体制 2,019千円
・医療機関感染症対策支援補助金（7）

■教育・文化 27,827千円
・感染症予防物品購入（1 ※再掲）
・小中学校配布用衛生用品等の購入
・ 〃 緊急連絡用メール配信システム導入
・図書消毒機配置

・小中学校感染症予防・学習保障備品等購入（3）
・市立図書館・博物館サーモグラフィカメラ購入（4）
・成人式オンライン配信事業（5）

■広報・情報通信 3,450,530千円
・広報遠野 臨時号・増ページ対応（1）
・ケーブルテレビＦＴＴＨ化整備事業（実施計画）（3・7）

■子育て 36,419千円
・子育て施設ヘルパー派遣（2）
・児童館等衛生環境整備（3）
・元気わらすっこセンターサーモグラフィカメラ購入（3）
・保育施設等衛生環境整備・感染症対策（3）
・予防接種・健診会場用検温センサーカメラ購入（3）
・助産院感染症予防対策備品購入（3）
・妊婦インフルエンザ予防接種補助事業（5）

■観光 1,999千円
・観光施設等への感染症予防物品配布、
感染者発生時消毒作業助成金（1）
・遠野風の丘・旅の蔵サーモグラフィカメラ購入（4）

■各種給付金 2,717,025千円
・特別定額給付金（1）
・子育て世代への臨時特別給付金（1）
・ひとり親世帯臨時特別給付金（3・7・9）
・わらすっこ応援臨時特別給付金（3・9）

■高齢者・障がい者 34,850千円
・高齢者等生活物資供給（2）
・外出支援タクシー助成券（3）

■労働関係 16,430千円
・新規雇用創出事業費補助金（3・9）

■観光 37,596千円
・プレミアム市内宿泊交通利用券（2）
・で・くらす遠野ホームページリニューアル（2）
・観光振興補助金（3）
・観光施設Wi-Fi環境整備事業（5）
・観光振興調査事業（5）
・観光事業者経営応援事業費補助金（5）

■商工関連 199,664千円
・休業支援職業能力向上研修（1）
・中小企業事業継続家賃補助金（1・2）
・商工業総合相談窓口開設（1）
・遠隔就業マッチングシステムによる就業支援（1）
・生活関連サービス向上支援事業費補助金（1）
・雇用調整助成金（1）
・商工業総合相談窓口相談員配置（2）
・中小企業等事業資金緊急対策事業費補助金（2・5）
・消費喚起支援事業費補助金（2）
・商工業再生・持続化補助金（3）
・地元商圏購買力回復事業費補助金（3）
・地元飲食業等応援事業費補助金（3）
・中心市街地活性化施設安全衛生対策工事（3）
・デジタル化促進事業費補助金（5）
・みなし法人持続化事業費補助金（5）
・供給力向上促進事業費補助金（5）
・商い元気回復事業費補助金（5）
・飲食業経営持続化補助金（7）
・中小企業家賃支援補助金（7）

■農林畜産関係 43,263千円
・感染生産者事業継続支援給付金（1）
・感染施設園芸農家見舞金（1）
・六次産業チャレンジ応援事業費補助金（1）
・馬産地遠野活性化支援事業費補助金（2）
・ビールの里づくり協議会負担金（2）
・遠野わさび生産維持対策支援金（3）
・遠野牛地域一貫体制整備事業費補助金（3）
・主要畜産品目生産基盤拡大推進事業費補助
金（3・5）
・収入保険加入促進事業費補助金（5・9）
・遠野産米次期作支援事業費補助金（9）

■教育・文化 2,361千円
・奨学資金貸付金（1）
・学校臨時休業対策（給食費等返還・補償）（1）
・文教施設等利用・観光促進PR広告（4）
・修学旅行中止等に伴うキャンセル料等補助金（※）

( )…補正号 ※既存予算を活用して実施した事業

事業総額 67億1,135万円（全69事業）

約36.6億円

約30.5億円

( )…補正号 ※既存予算を活用して実施した事業
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４. 生活困窮者等への対応状況

（1）税金、保険料、使用料等の猶予・減免等の申請者数累計（令和3年６月末）

(3) 相談窓口（Ｒ３年度分）

※貸付額単位：万円(2) 緊急小口資金、総合支援資金 申請状況（Ｒ３年６月末現在）

保険料
減
免

５月
末比

介護保険料 3 ±0

後期高齢者
医療制度保険料 3 ±0

使用料等
猶
予

５月
末比

上・下水道使用料 2 ±0

保育料 1 ±0

遠野テレビ使用料 0 ―

市営住宅使用料 0 ―

市奨学金償還 0 ―

※コロナ特例分のみ
※件数及び貸付額は延べ
※Ｒ２年2・3月は申請なし

※コロナ関連のみ ※数値は実数(累計)

8

税金
猶予 納期延長 減免 合計

R２ R３ R２ R３ R２ R３ R２ R３

個人市民税 ３ ０ ５ ０ ０ ０ ８ ０

法人市民税 ３ ０ 20 ３ ０ ０ 23 ３

固定資産税 ０ ０ ５ ０ ０ 90 ５ 90

軽自動車税 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

国保税 ０ ０ ５ ０ 13 ０ 18 ０

令和２年度実績
（4月～翌３月）

令和３月４月 ５ 月 6 月 合計

緊急
小口

申請件数 50 2 5 4 61

貸付額 915 35 100 80 1,130

総合
支援

申請件数 10 1 1 3 15

貸付額 455 60 60 95 670

◎自立生活相談窓口
・コロナの影響による新規相談 6件（R2実績 12人）

・住居確保給付金の新規申請 0件（R2実績 1人）

◎生活保護窓口
・コロナの影響による新規受給者 0人（R2実績 2人）
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観光施設 1,041,599人 1,609,949人 ↓35.3% 減

宿泊施設 41,959人 70,134人 ↓40.2％ 減

観光施設等入込推移 ※景観施設、行祭事含む 宿泊施設入込推移
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…緊急事態宣言（４月8日～５月25日） …県内初の感染者確認（7/29） …Go to トラベル事業（10/1～12/27）

５. 観光・宿泊業への影響と取り組み

感染拡大から１年間の累計 ※景観施設、行祭事含む Ｒ3年６月速報値 ※景観施設、行祭事含む

R3.4～6 令和元年同期 令和元年比

観光施設 358,769人 451,195人 ↓20.5％減

宿泊施設 9,079人 16,835人 ↓46.1％減

（１）入込状況等
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（２）主要イベントの対応方針（Ｒ３上半期）
感染症予防対策を徹底することで開催できるイベントが増えつつある。
観光振興、地域活性化の観点から、ウィズ・コロナへの対応が求められる。

イベント名 Ｒ３年度 Ｒ２年度
東北デスティネーションキャンペーン
（４/１~9/30） 〇 実施中 ―

遠野さくら祭り（４/17~5/5） 〇 ・遠野南部氏入部行列は中止。
・その他内容を工夫して実施。

中止
※鍋倉公園の提灯設置のみ実施

JR釜石線SL銀河運行（8/21～9/26） 〇 ・10月以降の運行は未定
中止

7/18～8/16のみ運行

町民運動会（６/６） × ・市内一斉実施は中止。
※年度内の実施については各町の判断

中止

早池峰山入山式（６/13） × 交通規制は例年どおり 中止

東京2020オリンピック競技大会聖火リレー
遠野区間（6/18） 〇 組織委員会のガイドラインに沿って対応。 延期

東北馬力大会馬の里遠野大会（6/27） × 中止 中止

オペラ「遠野物語」（6/20） 〇 劇場、音楽堂等におけるガイドラインに沿って対応。 －

遠野市民センター50周年記念「遠野の郷に福き
たる~福が夢をつれてくる！~」（７/4） 〇 劇場、音楽堂等におけるガイドラインに沿って対応。 －

全国やぶさめ競技遠野大会（7/18） 〇 縮小開催（一般観覧中止、関係者のみの参加） 中止

柏木平リバーサイドまつり（7/18） × 中止 中止

遠野納涼花火まつり（８月中旬） × 中止 中止

遠野ホップ収穫祭（８/21~22予定） × 中止
中止

オンラインイベントを実施

遠野わらすっこまつり・消防フェア（9/5） × 中止 中止

日本のふるさと遠野まつり（９/18～19） × 縮小開催予定 → 中止
中止

※R4年度の50周年記念に向け特設サ
イトを開設

×中止 △未定 〇開催または開催予定
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新型コロナワクチン接種
取組状況について

総務企画部新型コロナワクチン接種対策室

【２】



１. 65歳以上高齢者等への優先接種

（2）未予約者（65歳以上）への意向確認アンケート結果

種 別 見 込 数 備 考

接種希望（接種済み含む） 404人（約58％）
・接種を希望するが未予約(現在は予約対応済み) 131人
・入院先・入所先で接種する 175人 ・医療従事者等優先接種 49人
・市外の会場で接種 26人 ・接種済み（接種場所不明） 23人

接種保留・辞退 278人（約40 ％）
・接種保留（病気のため、体調不良、入院中 など） 66人
・接種辞退（持病があり接種できない、高齢のため など） 212人

要支援者（交通弱者等） 12人（約2%）
・家族の支援を受けて接種済み 2人 ・調整中 2人
・接種会場移動支援事業を活用 8人

合計 694人

（1）接種進捗状況 ※８月10日(火)時点

対 象
対象
見込数

接種実績

1回目 2回目

医療従事者等
（高齢者施設等職員含む）

1,300人 1,300人 1,300人

65歳以上高齢者 約10,500人

9,963人
（約94.9%）
集団・・・6,885人
個別・・・2,371人
施設・・・ 707人

9,799人
（約93.3%）
集団・・・6,754人
個別・・・2,410人
施設・・・ 635人

市内接種合計 11,263人 11,099人

65歳以上高齢者接種
前倒計画→ ７月末完了

６５歳以上高齢者の９３%の方は、７月

末までに２回目の接種を完了しました。
一部の施設入所者や、様々な理由で
接種を保留した人、交通弱者等の要
支援者については、８月からの６４歳
以下の接種日程で随時接種いただけ
るよう、予約支援等の取り組みを継続
します。

12



★64歳以下への接種については、クラスター発生のリスクが高い高齢者施設等の従事者や

障がい者施設等入所者を対象とした優先接種を先行開始済みです。

２．6４歳以下接種について

（1）接種スケジュール

（2）取組概要

順位 種 別 時 期 備 考

1 医療従事者等優先接種 3月開始済み 概ね完了

2 高齢者施設等従事者優先接種 5月開始済み 一部施設を除き完了

3 障がい者施設等入所者 7月開始済み

4 基礎疾患保有者優先接種
８月４日㈬

～６日㈮
対象者数：1,121人

5 子育て施設等従事者優先接種 ８月７日㈯・８日㈰ 対象見込者：約200人

6 一般（12歳以上64歳以下）
８月７日㈯～

１０月中旬
国からのワクチン供給量に応じて
変更の可能性あり

★遠野市独自の優先接種枠として、子育て施設等の従事者を対象とした優先接種を実施し、

子育て環境の安全・安心の確保に努めます。

★基礎疾患保有者は８月４日㈬から、一般は８月７日㈯から順次開始しています。接種

完了時期は、国からのワクチン供給量に応じて変更の可能性があります。

13



★集団接種（一般接種日程）

（３）接種体制について

〇遠野市医師会及び県立遠野病院、花巻市薬剤師会遠野支部の全面的協力をいただき、
65歳以上高齢者への優先接種と同様、集団接種会場と個別接種会場の２種類の会場
を用意します。個別接種会場は1カ所追加します。

〇64歳以下は現役世代で学生等も多いことから、集団接種は金・土・日に実施します。
〇65歳以上高齢者の未接種者や住所地外接種希望者にも対応できるよう、接種可能数

を約13,300人と想定して接種体制を構築しています。

★集団接種は週末中心、個別接種会場は10カ所に拡充します。

★市内の対象者数は約12,000人（12歳以上64歳以下）。
〇医療従事者等、高齢者等施設従事者、障がい者入所者等を除いた、実質的な市内の

接種対象者は約12,000人（12歳以上64歳以下）と想定しています。

１回目 ２回目

① ８月７日㈯ ８月２８日㈯

② ８月８日㈰ ８月２９日㈰

③ ８月２０日㈮ ９月１０日㈮

④ ８月２１日㈯ ９月１１日㈯

⑤ ８月２２日㈰ ９月１２日㈰

⑥ ９月３日㈮ ９月２４日㈮

１回目 ２回目

⑦ ９月４日㈯ ９月２５日㈯

⑧ ９月５日㈰ ９月２６日㈰

⑨ ９月１７日㈮ １０月８日㈮

⑩ ９月１８日㈯ １０月９日㈯

⑪ ９月１９日㈰ １０月１０日㈰

■会場
遠野市総合福祉センター

■接種時間 ※受付は30分前から

金曜日 …14時～17時
土・日 …①10時～12時

②14時～17時
■接種可能数

金曜日 …最大約300人
土曜日 …最大約900人
日曜日 …最大約1,000人

※ワクチン供給量に応じて変更の可能性あり
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個別接種（市内10医療機関）

+

■日 程
８月第３週～10月第３週
※月～土の通常診療日

■接種可能数
週最大約720人

〇千葉医院
〇菊池俊彦内科クリニック
〇時田医院
〇遠野はやちねホスピタル
〇あいずみ内科医院

〇守口医院
〇川上医院
〇中央診療所
〇小友診療所
〇とおの宮本眼科

最大 約13,300人

接種可能数（計画値）

＝
個別接種

最大約2,400人
集団接種

最大約10,900人

〇遠野市医師会や県立遠野病院、花巻市薬剤師会遠野支部と連携し、
国のワクチン供給量に応じて接種日程を随時見直します。

〇当面の間、年代別に予約開始時期を設定するなどの段階予約を実施します。
※60歳～64歳は７月30日㈮から、50歳～59歳は８月4日㈬から予約開始しています。

12歳～49歳への予約拡大は、ワクチン供給量に応じて順次実施します。

〇接種日程や予約枠等に変更が生じた場合、市ホームページや遠野テレビ、広報遠野な
どの媒体を活用し最新情報を発信します。

（４）ワクチン供給減に伴う対応について
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（６）取組経過等
日 程 内 容

７月９日㈮ ・対象者へ接種券等を一斉発送

２０日㈭
・接種日程及び予約方法等に関するお知らせ（個別通知）発送
・基礎疾患保有者優先接種日の予約申込書〆切

２６日㈪ ・基礎疾患保有者優先接種「接種日決定のお知らせ」順次発送

３０日㈮ ・60～64歳の予約開始

８月４日㈬ ・50～59歳の予約開始

８月４日㈬～６日㈮ ・基礎疾患保有者優先接種日（１回目）

７日㈯ ・64歳以下接種開始

８月下旬 ・12歳～49歳の予約開始 ※国からのワクチン供給量に応じる

（５）予約方法について

〇集団・個別接種いずれも原則、インターネット予約とします。
国の大規模接種会場をはじめ全国の自治体で採用されているWeb予約システムを導入。

〇インターネット環境のない方、操作が困難な方を対象とした
ネット予約手続支援窓口を設置します。

＜設置場所＞
遠野市役所とぴあ庁舎、宮守総合支所、市民センター、
遠野健康福祉の里、各地区センター ※状況に応じて拡大

〇家庭や地域、職場、地域などによる予約支援（ネット予約困難者

への代行予約）についてご協力をお願いします。
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遠野市光ファイバケーブル（ＦＴＴＨ）整備事業の概要

総務企画部情報連携推進課

17

【３】



通信データの高速・大容量化と安定した放送環境の整備
１ 幹線伝送路の冗長（多重）化による、障害発生時の対策強化
２ サブセンタ設置による伝送速度の確保（伝送路延長20㎞を超える地域の対応）

18

１ 事業の概要

近年頻発する自然災害時の情報伝達手段や新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様
式」を実践するための情報ネットワーク網を整備することにより、高度情報化社会に対応し
た情報の提供・発信機能の強靭化・充実を図り、市民に対し安心・安全を提供する。

１ 整備の目的

２ 整備の基本方針

３ 整備の概要

１ 局舎整備
(1) 遠野テレビ内の光通信用装置、放送設備（アンプ等）、監視制御装置の更新
(2) サブセンタ４箇所（綾織、附馬牛、土淵、上郷）の新設（伝送路20㎞超地域）

２ 伝送路
(1) 光ファイバケーブルの整備 延長550km（うち、宮守エリアの通信用伝送路追加70Km）

(2) 既存ＨＦＣ伝送路の撤去 延長520ｋｍ

３ 宅内設備
光化対応機器への宅内設備の更新

TV加入全世帯⇒住宅 6,800世帯、事業所 500所 計7,300戸
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１ 事業の概要

□ 通信速度の高速化・大容量化が図られるとともに、幹線を冗長化す
ることにより、災害時等においても、通信及び放送を遮断することな
く、安定したサービス環境が整うことから、市民に対する安心・安全
な環境の提供が可能となる。

＜新型コロナウイルス感染症に対応する「新しい日常・新しい生活様式」の実践＞
□ 児童生徒の学習機会を確保するオンライン学習環境の整備
□ テレワーク環境整備による交流人口、移住定住の推進
□ 高速大容量通信環境による、企業誘致の促進

＜新しい放送への展開＞
□ パススルーによるＢＳ４Ｋ・８Ｋ放送、多様化するＩＰ放送への可能性が

広がる。

＜スマート社会実現への基盤＞
□ 将来的にはローカル５Ｇによる、スマート農業やセンサーによる災害情報

の収集など ⇒スマート社会の実現に向けた基盤となる。

４ FTTH化による効果



FTTH（Fiver To The Home)とは、遠野テレビから光ファイバ伝送路を加入者宅に直接引
き込む方式のことを言います。宅内工事では、光回線を引き込むために必要な機器の更新を
行います。

２ 宅内工事の概要

通信芯

放送芯

IP音声告知 ケーブル電話

光ファイバ伝送路

加入者宅

引込線には
通信、放送各々１芯

20

V-ONU⇒光ファイバから
の光信号を映像用の電気
信号に変換する機器。

クロージャ⇒伝送路の
ケーブル芯線の相互接続
や配線変更を行うために
設置する機器。

D-ONU⇒光ファイバから
の光信号を通信用の電気
信号に変換する機器。

赤枠が今回の宅
内工事の対象



総事業費 3１億円（施工監理委託費含む）

３ 財源内訳（当初契約額）

放送

通信

46
％

：

54
％

通
信
総
額
：
16
億
７
千
１
百
万
円

放
送
総
額
：
14
億
２
千
９
百
万
円

国庫補助金（１／２）

８億3,500万円

臨時交付金（２／５）

６億6,900万円

過疎債

1億
6,700
万円

(1/10)

高度無線環境整備推進事業

国庫補助金（１／２）

過疎債

7億8,900万円

５億400万円

ケーブルテレビ光化による耐災害性強化事業

補助対象経費 10億800万円
1億3
千6百
万円

臨時交付金（地方単独事業）
新型コロナウイルス感染症対策として充当
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４ 工事進捗状況

１ 請負者 株式会社協和エクシオ東北支店（宮城県仙台市）

２ 工 期 令和３年3月29日から令和４年３月14日

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1月 2月 3月

遠野テレビ局舎改修

光ケーブル敷設

サブセンタ工事

引込・宅内工事

同軸ケーブル撤去工事

３ 主要工程

４ 進捗状況

光ケーブル敷設（市内全域で施工中） 150㎞/550㎞（進捗率27%）

※7/25時点の実績。敷設工事は11班体制で施工中。
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４ 工事進捗状況

光ファイバケーブル設置作業 光ファイバケーブル接続用クロージャー内部

遠野テレビ内機器設置用ラック サブセンタ基礎工事（上郷）
23



岩手県遠野市民センター文化課
こども本の森運営企画室

24

【コンセプト】みんなで育てる「本の森」風通しの良い開かれた空間をイメージしています。
【キーワード】森・木・本・種・土・耕す・みんなで育てる・集まる・遠野の自然・心地よさ・共生

【４】



東日本大震災 -2011.3.11- から９年

インフラが整備され 新たな町づくりが進められている

「東北復興のシンボルは 子どもたちの未来である」

シンボルとなる子ども向け本の施設を安藤忠雄氏が中心となって

岩手県遠野市につくる

遠野でしかできないこと 遠野だからこそできること

遠野は日本の文化の発祥地

『遠野物語』が今もなお息づいている 遠野には古民家もある

外観を残しながら 屋内を本の施設にしてみるのはどうか

人口減少により資源不足などの問題が想定されるが それを乗り越え

るのが本の力

「子どもたちの未来のためには 本・読書が大事ではないか」

人口減少をただ仕方ないと思うのではなく みんなで考えて 挑戦して
みませんか

本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点

25

一日市通りから遠野小学校周辺までをわらすっこが安心して、想
像力と創造力を育む居場所として位置付けたい

世界的建築家 安藤忠雄氏の子どもに対する夢、希望、本の森へ
の想いを強く感じ、それらのすべての想いを形にする

『遠野物語』110年の年に遠野から世界に文化を発信したい

決して、遠野だけの施設ではなく、沿岸被災地との文化のネット
ワークを作る拠点

30年、50年後を思い描きながら将来を見据えて子どもたちの夢と
希望に向かっていくしくみづくり

子どもを地域で大切に育てることによって、その土地への「愛着心」
が育まれることを期待している

人類社会、農耕、工業、情報の様々な社会、時代を経てきた現代
今や、IT・AIの超スマート社会の到来

ICTを活用した確かな学力の育成と併せて豊かな心(想像力と創造

力)を育む所として、「こども本の森構想」を位置付ける

日本が誇る世界的建築家 安藤忠雄氏の想い 遠野市の想い

本とふるさと
未来へつなぐ 文化復興拠点

『遠野物語』を生んだ”永遠の日本のふるさと”遠野。沿岸部の
ハブとなり震災復興の拠点となったこの地で、脈々と伝承されて
きた古きよき文化を土台として、未来をつくる子どもたちのため
に、”本”を中心とした、新たな復興のシンボルをつくる。



本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点

経過
平成31年

１月 市へ遠野文化研究センター赤坂所長、西舘顧問から「こども向け本の施

設」について提案

令和元年

６月 遠野文化研究センター運営委員会内に「検討チーム」設置

７月 安藤忠雄建築研究所を市長訪問

安藤忠雄氏から遠野市に「こども向け本の施設」を寄贈したいとの申出

８月 安藤忠雄氏講演会 at 遠野市 開催

「遠野市から地方都市の可能性を考える」と題し講演約600名の参加

10月 検討チームが市長にプロジェクトの「コンセプト・シート」を提出

11月 こども本の森構想推進準備室設置

令和２年

１月10日 第１回懇談会及びワーキンググループ合同会議

１月23日 第２回ワーキンググループ会議開催

３月17日 第３回ワーキンググループ会議開催

３月25日 第４回ワーキンググループ会議開催

５月13～22日 第２回懇談会及び第５回ワーキンググループ会議(書面)

７月10日 第３回懇談会及び第６回ワーキンググループ合同会議開催

7月14日 こども本の森中之島視察(市長 他)

７月31日 第７回ワーキンググループ会議開催

８月７日 安藤忠雄建築研究所と遠野市が施設の寄附に係る「覚書」締結

８月24日 第８回ワーキンググループ会議開催

9月17日 市議会９月定例会「負担付きの寄附を受けることについて」議決

9月26日 旧三田屋引越し作業及びありがとうの会 50名

9月29日 記者懇談会「こども本の森構想推進事業」単独発表

9月30日 岩手日報全面広告

10月１日 広報とおの10月号特集

10月１日～ 本と寄附の募集開始

10月８日 旧三田屋解体前の神事

10月10日 着工

10月22～23日「こども本の森 中之島」視察ワーキンググループ６名

11月16日 「こども本の森 遠野」起工式

11月16日 第９回ワーキンググループ会議

12月11日 市議会12月定例会「遠野市こども本の森遠野条例」議決

令和３年

１月１日 こども本の森拠点整備室設置

１月10日 朝日新聞全国版に掲載

１月22日 市議会教育民生常任委員会とワーキンググループとの懇談会

１月29日 記者懇談会「本と寄附の募集状況について」

２月13日 ワーキンググループ広報チーム「こども本の森 遠野を語る会」

２月19日 「こども本の森 遠野」運営に関する確認書取り交わし及び記者懇談会

３月12日 市議会３月定例会令和３年度当初予算議決

３月18日 第４回懇談会

３月20日 ワーキンググループ広報企画チーム「第２回こども本の森 遠野を語る会」

４月１日 「こども本の森 遠野」オールスタッフミーティング

４月３日 上棟セレモニー

４月27日 ワーキンググループ広報企画チーム「第３回こども本の森 遠野を語る会」

5月11日 市議会教育民生常任委員会とワーキンググループ等との懇談

６月15日 安藤忠雄建築研究所からの寄附採納式・建物引き渡し

７月24日 岩手日報全面広告

７月24日 こども本の森遠野を育てる会発足 会員70名・内覧会120名

７月25日 こども本の森運営企画室設置

７月25日 こども本の森遠野オープニングセレモニー 来場300人 26



遠 野 市

遠野市教育

文化振興財団

運営業務委託契約

(受付、生涯学習講座
運営、商品取扱事業
等)

◆配置スタッフ １人
(３人によるシフト)

遠野市

保育協会

運営業務委託契約

(地域子育て支援拠点事
業)

※平日昼間の施設活用
国県補助事業

◆配置スタッフ ２人

(有) バッハ

業務委託契約

(世界観を感じる
本の選書、配架)

事業所/地域

・夜間管理業務

(遠野５区自治会)

・情報発信業務

・清掃業務

・消防用設備点検業務

・機械警備業務

本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点
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体制

「市民みんなでこども本の森を育てる ⇒ サポーターの力」
◆イベント参画・本の修繕・環境整備 等

スタッフシフト(例)

週

曜日 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜

1 文化振興財団A 〇 〇

2 文化振興財団B 〇 〇

3 文化振興財団C 〇 〇

4 保育協会(保育士A) 〇 〇 〇 〇 〇

5 保育協会(保育士B) 〇 〇 〇 〇 〇

6 包括業務委託職員 〇 〇 〇 〇

4 3 0 4 3 4 2

7 市職員 〇 〇 〇 〇 〇

8 市職員 〇 〇 〇 〇 〇

6 5 0 6 5 5 3スタッフ計(職員含)

NO
第１週

スタッフ計



・5月19日 釜石市教育委員会教育長

・5月25日 陸前高田市、大船渡市、沿岸南部教育事務所、
大槌町、山田町、宮古市

・６月４日 住田町、大槌町立小学校２校、宮古教育事務所

・６月11日 岩泉町、田野畑村、普代村、野田村、久慈市、
洋野町

・６月28日 釜石市校長会議

※13市町村すべての教育委員会を訪問

本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点
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これまでの訪問
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・「市民で育てる」というが市民の顔が見えない
・ワーキンググループメンバーの顔が見えない
・市民主体の会を明確にする必要がある

現状と課題

「こども本の森遠野を育てる会」…
市民みんなで育てる仕組みづくりとして組織を検討

１ ワーキンググループメンバー４人が中心

２ これまで３回開催した「語る会」において
サポーターとして参画していただける方等
約70人の会員

３ 設立式 ７月24日(土) 9:00～
こども本の森遠野 いちの蔵

方策

令和３年７月24日 発足

語る会を進化したカタチ

「こども本の森遠野を育てる会」の会則について 

 

1 この会は「こども本の森遠野」（以下、本の森）が、子どもたちの心を耕

す施設になるよう支援する会である。 

 

２ そのための集まりを１年に４回程度行い、自由に意見を言い、アイデア

を出し合う。 

 

３ 集まりには遠野市の担当者にも参加してもらい、そこで出た意見や要

望を本の森の運営に反映してもらう。 

 

４ 支援をする意志のある人や事業所であれば、だれでも会員とすること

ができる。 

 

５ 会費はなく、経費がかかる場合はその都度協議し捻出方法を考える。 

 

６ 会の運営をスムーズにするため、運営委員会を設け代表を１人置く。 

 

７ 事務局を本の森の遠野市担当課に置いてもらう。 

(連絡先 0198-63-3003) 

 

８ この会は、本の森の運営などについて遠野市からの協力要請があれば、

最大限協力する。 

 

 

令和３年７月 24日設立 

 

こども本の森遠野を育てる会 
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